
位にSI系（国際単位系）が採り入れられました。

非SI単位系は一部の例外を除き、1999年9月

30日をもって廃止されております。このカタロ

グでは、SI単位系による表示を用いており、非SI

単位系は参考として表記しています。

本カタログの使い方INTRODUCTION

・このカタログはAGC旭硝子板ガラス建材総合カタログ[商品編]です。

弊社商品の詳細と関連する技術情報を、この[商品編]と別冊[技術資料編]で相互に補完しあいながらご理解いただけるよう編

集いたしました。

・板ガラス製品をご採用いただく上で、設計上のより詳しい技術情報をお望みの場合は[技術資料編]（別冊）を併せてご覧ください。

・板ガラスの総合情報サイト [ガラスプラザ]では最新の商品及び周辺情報をお届けしています。[ガラスプラザ]のご紹介とご利

用方法をP０１２に掲載しています。こちらも併せてご覧いただき、ぜひホームページ[ガラスプラザ]にアクセスください。

全般注意事項 
（巻頭） 

機能カテゴリー別 
概要ページ 
商品ページ 

技術サポート 
納まり図 

熱・光学性能値 
製品の種類と寸法 
カテゴリー別・ 
商品別注意事項 

製品に関する各種データなど 
詳細技術情報を補完 
製品に関する各種データなど 
詳細技術情報を補完 

技術資料編 
（別冊） 

商　品　編 

ガラス破損などによる事故防止のために、安全にかかわる特に重要な事項が説明されています。必ずご一読をお願いします。

商品の劣化などを防止するための、品質保持に関する事項が説明されています。

警 告 

ガラスが破損しますと、ガラスの破片で人が重傷を負ったり、時には死亡したりすることがあります。ガラス周辺の設計に際しては、

破損事故の危険性を最小限にするため、十分なご検討をお願いいたします。
警 告 

注 意 

■印刷色について

施工例写真、色柄バリエーションなどは印刷物

のため実物の色を正確に反映していない場合が

あります。また、光の反射などにより色が変化

して見える商品もありますのであらかじめご了

承ください。

■カタログ掲載のデータについて
●ガラス製品では、素地組成や製品厚さなど

で、ある程度の「バラツキ」が避けられない

ため、製品の熱・光学性能値や強度などにも

若干のバラツキが生じます。

●このカタログに掲載されている各種の製品デ

ータは、サンプルの実験・実測値に統計処理

などの補正を加えることによって、できるだ

け当該製品の性能を代表するものとなるよう

努めておりますが、必ずしも製品の性能を保

証するものではありませんので、あらかじめ

ご了承ください。

●熱・光学性能値は、関連ＪＩＳ規格等を参考に

した弊社基準に基づいて算出したものです。

●本文表記中「ミリ」で表したガラス厚などの

寸法は「呼び厚さ」を示します。

■SI単位系

1993年11月に新計量法が施行され、計量単

記載内容について
このカタログは2011年05月現在の商品に
ついて掲載しています。
予告無く商品の廃止、仕様の変更、バリエ
ーションの変更、その他カタログ内容の変
更などを行う場合がありますのであらかじ
めご了承ください。

■アイコンについて

このカタログでは、次の2種類のアイコンを用いて重要事項を告知しています。

■ガラスを安全に末永くお使い頂くために
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この[商品編]は、全８章から成り、第１章を製造方法別製品の種類、第８章を技術サポートと設計・施工上のご注意に当て、

第２章から第７章までを板ガラス製品の使用目的としての「機能」をキーワードとした商品紹介として編集しています。

なお巻頭に、最も基本的にお守りいただきたい「ガラスを安全に末永くお使い頂くために」を掲載していますので必ずお読

みください。

■各章の編集方針

基本製品から高機能ガラスまで、製造の流れと製品の種類を

俯瞰しています。

P R O D U C T  G U I D E
第１章　種類・特徴

「光」と板ガラスの関係をキーワードに「ガラスを通して視

る」機能を中心とする商品群です。

V I S I O N
第2章　透光・透視

開口部が内外の環境に及ぼす影響は、より広く地球環境をも

意識する時代です。建築の外皮としての意匠と環境負荷軽減

の両立は板ガラスの新しい命題であり、その技術の粋を集め

た商品群です。

C O M F O R T
第3章　快適・環境

板ガラスの安全性の確保とガラスの防犯機能、そして快適な

音環境など、透明シェルターとしての安心を構築する商品群

です。

S A F E T Y  &  S E C U R I T Y
第4章　安全・防災・防犯・防火・防音

内装材としての板ガラス商品は、その素材特性や輝きにより

他の素材では得られない豊かさをインテリアにもたらします。

D E C O R A T I O N
第5章　意匠・内装

都市の相貌を形作る透明な皮膜は、技術開発の著しいガラス

システムに負うところが大きいといえます。最新技術による

数々の商品とシステムをご紹介します。

G L A S S  S Y S T E M
第6章　ガラスシステム

主に住宅建築における「窓」のコンポーネントをご紹介する

商品群です。

W I N D O W
第7章　窓・コンポーネント

板ガラスの設計上、施工上、ご使用上におけるご注意は必ずお

読みください。全般のご注意から商品個別のご注意まで、ご理解

いただいたうえでお使いくださるようお願いいたします。

技術サポートは、各板ガラス商品の寸法をはじめ熱・光学性能

値、標準的な納まりなどで設計をサポートいたします。

NOTES & TECHNICAL SUPPORT
第8章　技術サポート・ご注意

■お探しの商品へのナビゲーション

機能別商品目次ページ（sP００８）と、総合商品目次ページ（sP０１０）をご用意しています。50音別商品名の索引は巻末（sP２３３）をご覧ください。
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複層ガラス

快
適
・
環
境

遮熱低放射複層ガラス JIS R ３２０９複層ガラス

サンバランス◯R 高性能Low-Eペヤグラス 高遮熱断熱タイプ

■パシフィックセンチュリープレイス丸の内・東京都千代田区 ■設計／PCP共同設計室（日建設計＋竹中工務店） ＊クリア

Low-Eガラスを採用し、高い可視光透過率
を持ちながら、高断熱性能に加えて高性能
な遮熱性能を実現したペヤグラスです。

■特性
●遮熱効果で冷房負荷を低減

特殊金属膜の適度な遮熱効果により、日射熱を

遮り、夏場の冷房負荷を軽減します。
● 暖房負荷軽減で省エネに寄与

特殊金属膜の効果により、室内の暖房熱を逃が

さないため、暖房負荷を大幅に軽減します。
● 窓まわりの冷放射の解消

断熱性の向上により、窓まわりの冷え込みを解

消します。

● 不快な結露の抑止

優れた断熱性により、高い結露防止性能を発揮

します。
● 紫外線を大幅にカット

フロート板ガラスに比べ、特殊金属膜が紫外線

を大幅にカット、室内を紫外線から守ります。
● 透明感のある外観が可能

同等性能の熱線反射ガラスに比べて可視光線透

過率が高いため、優れた遮熱性能を持ちながら、

ギラギラせずに透明感のある外観が可能です。

■断面図イメージ

■紫外線カット率の比較■バリエーション

光や熱を選択透過・
反射する特殊金属膜

乾燥中空層

室外側

紫外線
カット率

室内側

封着材

●

●
吸湿剤

スペーサー
● ●

SBU3
SBU3
SBU5
SBU5

住
宅
用

ビ
ル
用

SBU6
SBU6
SBU8
SBU8

6

室外側 中空層（ミリ） 室内側 呼び厚さ（ミリ）
FL3
F4K
PHW6.8
FL5
FL6
PHW6.8
FL8
PHW10

12
13
17.8
16
18
18.8
22
24

■代表的組み合わせ例

＊Low-EペヤグラスのLow-Eとは、低放射（Low-Emissivity）のこと。特殊金属膜をコーティングした低放射ガラスを使った複層ガラスをLow-Eペヤグラスと呼んでいます。

複層ガラス

快
適
・
環
境

1 2 3

4

■1 東京サンケイビル・東京都千代田区
設計監修／三菱地所
設計／竹中工務店
＊グリーン

■2 日本工業倶楽部会館・永楽ビル・
三菱信託銀行本店ビル・東京都千代田区

設計／三菱地所設計
＊ニュートラルグリーン

■3 相模女子大学マーガレットホール・神奈川県
設計／日本設計
＊ニュートラルグリーン

■4 築地松竹ビル（ADK松竹スクエアー）・
東京都中央区

設計／三菱地所設計
デザインパートナー／隅　研吾
＊クリア

■5 梅田DTタワー・大阪府
設計／竹中工務店
＊クリア

■主な用途
ビル用＝業務ビル・商業ビルの窓　　
住宅用＝戸建住宅、集合住宅の窓

グリーン（SBU）

グリーン（SBU） ニュートラルグリーン（SBB）

シルバー（SBS） クリア（SBA）

プレミアムクール（SBR）

住宅用

ビル用

25.7%

紫外線
透過率

74.3%

59.8%

19.0%

単板ガラス（3ミリ）

ペヤグラス（3ミリ＋中空層6ミリ＋3ミリ）

サンバランス（3ミリ＋中空層6ミリ＋3ミリ）

40.2%

81.0%

＊上記紫外線カット率は弊社測定データであり、カーテン
や家具などの色あせに対しての保証値ではありません。

＊表中のガラス記号　
FL：フロート板ガラス F4K：型板ガラス霞4ミリ
PHW：網入板ガラス SBU：Low-Eガラス

＊その他のガラス構成については、P１８９の板厚・製造可能
最大寸法表をご参照ください。

5

中空層が5ミリ以下はエコガラスに該当し
ません。

＊写真は印刷物のため実物の色とは多少異なります。

sP００２ s P１８４・１８５ s P１８９・１９０ s P１９８・１９９ sP２３２s P１５７・１５８・１６０・１６８
ガラスを安全に末永くお使い頂くために 板ガラスの納まり 熱・光学性能値 最大・最小、規格寸法 設計・施工上のご注意 輸出の際のご注意

本カタログの使い方

施工及びイメージ写真

主に品種、ガラスの構成、呼
び厚さを表組として表示して
います。

バリエーション

断面図イメージによりガラス
の構成を解説しています。

各板ガラスの枠やサッシへの標準納
まりと注意点、副資材の選定などに
ついてまとめています。

板ガラスの各種性能の基本となる熱、
光学性能を表にまとめています。断
熱・遮熱性能や光・紫外線などの透過
率をこちらでご確認ください。この表
は技術資料編にも掲載されています。

各板ガラスの常時供給可能な最大寸法、
最小寸法、及びデザインガラスなどの規
格寸法をまとめています。同種の板ガラ
スでも呼び厚さにより最大寸法が変りま
すのでこちらでご確認ください。

カテゴリー別共通注意事項と各商品
別注意事項をまとめています。商品
選択の際、該当するご注意を必ずお
読みください。

板ガラスの納まり
■板ガラスの納まり

建築に用いられる板ガラスには、さまざまな納

まり（構法）があります。ここでは、それぞれ

の構法の概略をご紹介します。

●1 はめ込み構法

サッシ等の枠に設けた溝にはめ込む「はめ込み

構法」は、最も一般的な構法です。

（１）不定形シーリング材構法

不定形シーリング材構法には、弾性シーリング

材構法があります。

①弾性シーリング材構法 ＜ 参照＞

弾性シーリング材構法は、金属・プラスチッ

ク・木などのＵ字形溝または押縁止め溝にガラ

スをはめ込む場合に、弾性シーリング材を用い

る構法です。止水・排水性が高く、溝内の水の

滞留を許容しない場合に採用されます。

（２）グレイジングガスケット構法

グレイジングガスケット構法の主なものは、グ

レイジングチャンネル構法とグレイジングビー

ド構法です。

①グレイジングチャンネル構法＜ 参照＞

グレイジングチャンネル構法は、金属またはプ

ラスチックのＵ字形溝などにガラスをはめ込む

場合に、JIS Ａ 5756のグレイジングチャン

ネルを用いる構法です。複層ガラス用の孔明き

グレイジングチャンネルなど特別なものを除い

て、一般に止水・排水性が劣ります。用途とし

ては、住宅や簡易な集合住宅などが主な対象と

なります。

② グレイジングビード構法 ＜ 参照＞

グレイジングビード構法は、金属またはプラス

チックの押縁止め溝などにガラスをはめ込む場

合に、JIS Ａ 5756のグレイジングビードを

用いる構法です。止水・排水性はあまり高くな

いため、用途としては、簡易な建築物に適用が

限定されます。

③ その他のグレイジングガスケット構法

その他のグレイジングガスケット構法は、スパ

ンドレル部のカーテンウォールなど不定形シー

リング材構法が採用できない部分や、通常のグ

レイジングチャンネル・グレイジングビードで

は要求される止水・排水性が確保できない場合

に採用します。

（３）構造ガスケット構法

構造ガスケット構法には、Ｙ形ガスケット構

法、Ｈ形ガスケット構法があります。

① Ｙ形ガスケット構法　＜ 参照＞

Ｙ形ガスケット構法は、コンクリート・石など

のＵ字形溝に、Ｙ形の構造ガスケットを介して

ガラスをはめ込む構法です。止水・排水性に劣

ります。

図 4

図 3

図 2

図 1

② Ｈ形ガスケット構法　＜ 参照＞

Ｈ形ガスケット構法は、金属枠などに、Ｈ形の

ガスケットを用いてガラスをとめる構法です。

止水・排水性に劣ります。

●2 張付け構法

（１）金物止め構法　　

（２）接着構法　　　

（３）金物・接着併用構法

張付け構法については、sP１７４「ガラス壁材

の納まり・施工」をご参照ください。

●3 その他の構法

（１）ガラススクリーン構法

s P１４２の「グラサード」をご参照くだ

さい。

（２）ガラス手すり構法

s P１６７の「テンパライトSS工法」をご参

照ください。

（３）防煙垂れ壁

s P１６８の「サンスモークカットT」をご参

照ください。

（４）DPG構法

s P１３２、技術資料編８―２の「テンポイ

ント」のページをご参照ください。

図 5
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図 3
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板ガラスの熱・光学性能値

180

本章に関してのご注意

表中の光学的性能値・熱的性能値は、関連

ＪＩＳ等を弊社の基準に基づいて算出した

ものです。また、表中の値は実測値、およ

びそれに基づく計算値を代表的な数値とし

て示したもので、各商品の性能を保証する

ものではありませんのであらかじめご了承

ください。

SＫＦＣ ：熱線反射ガラス（サンカットΣクリア）

SＨＫＦＣ：熱線反射ガラス（サンカットΣブルー）

SＧEＫＦＣ：熱線反射ガラス（サンカットΣユーログレー）

SＢRＫＦＣ：熱線反射ガラス（サンカットΣユーロブロンズ）

SMＫＦＣ：熱線反射ガラス（サンカットΣグリーン）

複層ガラスおよび合わせガラスの品種・構成で

の記号記述は、外側ガラス、内側ガラスの順と

なっています。

●表中のガラス品種記号

ＦＬ ：透明フロート板ガラス

ＦR ：耐熱強化ガラス（マイボーカ）

Ｗ ：網入・線入磨き板ガラス

ＧEＦＬ ：熱線吸収板ガラス（サンユーログレー）

ＢRＦＬ ：熱線吸収板ガラス（サンユーロブロンズ）

ＳＶＦＬ ：熱線吸収板ガラス（サングリーン）

型板ガラス、すり板ガラス、フロストグラス等

の拡散透過性を有するガラスの熱・光学性能に

ついては、同厚のフロート板ガラスと同等とお

考えください。

5.7 49.8 5.6 51.6 42.8 23.6 0.75 0.66 5.9 5.1 

5.4 43.9 5.4 45.8 48.8 19.4 0.71 0.63 5.9 5.0 

5.1 33.8 5.0 36.1 58.9 13.2 0.64 0.56 5.8 5.0 

4.7 20.4 4.6 22.8 72.6 6.6 0.54 0.48 5.7 4.9 

5.5 55.5 5.4 54.8 39.8 23.1 0.78 0.68 5.9 5.1 

5.2 49.9 5.1 49.3 45.6 18.7 0.74 0.65 5.9 5.0 

4.8 40.2 4.8 39.7 55.5 12.5 0.67 0.59 5.8 5.0 

6.9 78.0 5.4 52.5 42.2 27.8 0.76 0.67 5.9 5.1 

6.7 75.3 5.2 47.5 47.3 23.7 0.72 0.64 5.9 5.0 

6.4 70.2 4.9 39.3 55.7 17.4 0.66 0.58 5.8 5.0 

8.2 90.9 7.8 88.6 3.6 79.0 1.02 0.90 

8.1 90.4 7.7 86.7 5.7 74.3 1.01 0.89 

8.1 89.9 7.5 84.5 8.0 70.0 0.99 0.87 

8.0 89.5 7.4 82.9 9.7 66.4 0.98 0.86 

7.9 89.4 7.2 81.5 11.3 64.2 0.97 0.85 

7.8 89.0 6.9 79.1 14.0 62.1 0.95 0.84 

7.7 88.3 6.7 76.2 17.0 58.7 0.93 0.82 

7.5 87.1 6.4 72.0 21.6 54.3 0.90 0.79 

7.4 86.2 6.3 69.1 24.6 51.2 0.88 0.78 

6.9 84.9 5.7 64.7 29.6 47.2 0.85 0.75 

透明板ガラス

耐熱強化ガラス

熱線吸収板ガラス

フロート板ガラス（FL）

サンユーログレー（GEFL）

サンユーロブロンズ（BRFL）

サングリーン（SVFL）

2

3

4

5

6

8

10

12

15

19

6.0 5.2 

6.0 5.1 

5.9 5.1 

5.9 5.1 

5.9 5.0 

5.8 5.0 

5.7 4.9 

5.7 4.9 

5.6 4.8 

5.4 4.7 

一 般 名 品　種（商品名） 呼び厚さ 可視光（％）

反射率 透過率 反射率 透過率 吸収率

日射（％） 紫外線
透過率（％）

遮蔽係数
（SC値）

日射熱取得率
（η値）

熱貫流率（U値）
W/（m2・K）｛kcal/m2h℃｝

光学的性能 熱的性能

マイボーカ(FR)

網入・線入

8.0 89.5 7.4 82.9 9.7 66.4 0.98 0.86 

7.9 89.1 7.1 80.1 12.8 62.1 0.96 0.85 

7.8 89.0 6.9 79.1 14.0 62.1 0.95 0.84 

7.7 88.3 6.7 76.2 17.0 58.7 0.93 0.82 

7.5 87.1 6.4 72.0 21.6 54.3 0.90 0.79 

5

6.5

8

10

12

5.9 5.1 

5.8 5.0 

5.8 5.0 

5.7 4.9 

5.7 4.9 

8.3 82.1 7.5 73.2 19.3 54.3 0.91 0.80 

7.8 80.2 6.6 66.1 27.3 48.2 0.86 0.75 

6.8

10

5.8 5.0 

5.7 4.9 

5

6

8

12

5

6

8

5

6

8

単板ガラス（透明板ガラス・耐熱強化ガラス・熱線吸収板ガラス）表 1

０６１
高遮蔽性能
熱線反射ガラス

サンルックス＊

6
8
10
12
15
19
PW6.8
PW10

―

3600×2500
3580×2460
3540×2420
3540×2420

3450×2300

3000×1940

70×100

100×100

150×150

熱線反射ガラス

サンカットΣ＊

6
8
10
12
15
19
PHW6.8
PHW10

SKFC06
SKFC08
SKFC10
SKFC12
SKFC15
SKFC19
SKFCPHW
SKFCPHW10

3600×2500
3580×2460
3540×2420
3540×2420

3450×2300

3000×1940

70×100
100×100
100×100

150×150

70×100

100×100

150×150

サンカットΣユーログレー＊

サンカットΣユーロブロンズ＊

サンカットΣグリーン＊

6

8

12

SGEKFC06、SBRKFC06、
SMKFC06、
SGEKFC08、SBRKFC08、
SMKFC08、
SGEKFC12、SBRKFC12、
SMKFC12、

3600×2082

3580×2082

3540×2082

０６２

０９０

０９０
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０２６

０２６

０２７

０９０

０６４

一 般 名 品　種（商品名） 呼び厚さ（ミリ） 略　号 最大寸法（mm） 製造可能特注寸法（mm）
＊1 掲載
ページ

製品の種類と寸法一覧表

透明板ガラス フロート板ガラス

2
3
4
5
6
8
10
12
15
19

FL2
FL3
FL4
FL5
FL6
FL8
FL10
FL12
FL15
FL19

914×813・1219×610
2438×1829
2438×1829
3780×3018
6056×3008
6046×2998
6046×2998
6046×2998
5996×2948
5946×2898

7570×2490
7570×2490
7570×2490
10566×2438
10566×2438

―すり板ガラス
2
3
5

G2
G3
G5

914×813・1219×610
1829×1219
1829×1219

型板ガラス
薄　型 梨　地 2 F2N 914×813・1219×610

厚　型
霞 ４ミリ

霞 ６ミリ

4
6

F4K
F6K

2438×1829
―

網入板ガラス
網入磨き板ガラス

磨クロスワイヤ

磨ヒシワイヤ

6.8
6.8
10

PCW
PHW
PHW10

3657×2438
3657×2438
4572×2438

―

―網入型板ガラス
霞クロスワイヤ

霞ヒシワイヤ

6.8
6.8

WKC
WKH

2438×1829

線入板ガラス
線入型板ガラス 霞プロテックス 6.8 WKT 2438×1829

線入磨き板ガラス 磨プロテックス
6.8
10

PTW
PTW10

2438×1829
4572×2438 ―

熱線吸収板ガラス

サンユーログレー＊2

サンユーロブロンズ＊2

5
6
8
12

GEFL5、BRFL5
GEFL6、BRFL6
GEFL8、BRFL8
GEFL12、BRFL12

3600×2500
3600×2500
3590×2480
3570×2460

―

サングリーン＊2
5
6
8
12

SVFL5
SVFL6
SVFL8
SVFL12

3628×2510
3618×2500

3608×2490
―

●単板ガラスの注意事項
＊１ 製造可能特注寸法欄に記載されている寸法は、製作は可能な最大寸法ですが、運搬上の制約を受け、また受注生産になる場合がございます。

納期、仕様等などにつきましては、事前に弊社代理店あるいは弊社営業担当者までご確認をお願い致します。
＊2 在庫、出荷可能寸法、納期等につきましては、事前に弊社代理店あるいは弊社営業担当者までご確認をお願い致します。

＊設備上の制約を受け、品種によっては、長い納期をいただく場合がございます。
在庫、出荷可能寸法、納期などにつきましては、事前に弊社代理店あるいは弊社営業担当までご確認をお願い致します。

―

ガラスの品種・寸法などは予告なく改廃することがあります。

■単板ガラス

一 般 名 品　種（商品名） 呼び厚さ（ミリ） 略　号 最大寸法（mm） 最小寸法（mm）
掲載
ページ

■熱線反射ガラス
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■設計・施工上のご注意
・複層ガラスは、有機材料によってその機能を得ていますので寿命のある商品です。その機能を長期間保つためには、サッシ枠との納まりが
重要な要因となりますので、複層ガラスの納まりや施工等に関するご注意を必ずお守りください。

・複層ガラスは、あらかじめ工場で組み立てられますので、製造後の切断はできません。また、耐久性を確保するため、下辺のガラス段差を
小さくするよう製造管理をしておりますので、正確な寸法で、かつ下辺側を指定してご発注ください。

・サッシはＪＩＳＡ４７０６に適合し、水抜き機構を備え排水が速やかに行われる構造で断熱性と気密性に優れた精度の高いサッシをご使用くだ
さい。

・70°Ｃ以上の環境では、有機材料の耐久性が著しく低下します。その結果、複層ガラスとしての寿命が短くなりますのでご注意ください。
・複層ガラスは、密封された中空層の内圧変化により、ガラスに若干の反りが生じ、それにともなって、反射像にゆがみが生ずることがあり
ます。

・標高1000m以上の高地でのご使用の場合、内部圧力による破損の可能性の有無を事前に確認する必要がありますので、ご注文の前にご相
談ください。

・窓の断熱性を十分確保するために、JIS規格を満足する精度のよいサッシをご利用ください。
・複層ガラスは、サッシとの組み合わせによって開口部としての断熱性能が異なりますので、より断熱性の高いサッシをご検討ください。
・熱線反射ガラスまたは熱線吸収板ガラスと組み合わせた複層ガラスは、熱線反射ガラスまたは熱線吸収板ガラスを室外側にして施工して
ください。

・網入・線入複層ガラスは熱割れを起こしやすいので、ご使用にあたってはサッシとの納まりの検討の
ほか、熱割れ計算等の強度検討をお願いします。

・突き合わせ工法など、ガラス周辺部が露出する施工はできません。
・3ミリ＋中空層（10ミリ以上）＋網入板ガラス6.8ミリの構成で短辺寸法が300mm以下の場合は、
冬期における内圧低下により3ミリガラスが破損する場合がありますので4ミリに変更してください。

・網入板ガラスと構成してトップライト、プールなどに使用される場合は、封着材の厚塗布やブチル
テープを使用するなどの十分な防錆処理をご検討ください。

・複層ガラスには下辺を指定するラベルが貼ってありますので、ラベルにしたがって施工してください。
・複層ガラスを現場で保管する場合は、必ず直射日光を避け、風通しの良い室内に保管してください。
また、保管時は図のような状態にしてください。

・接着部は、長時間水浸の状態にあると劣化が早まります。溝内に浸入した水を速やかに排水できるよう、サッシの下枠には直径5mm以上
の、排水に有効な水抜き孔を3ヵ所以上設けてください。

・接着部を保護するため、シーリング材はＪＩＳＡ5758に規定する良質のシリコーンシーラント、またはポリサルファイド系シーラントを
ご使用ください。ただし、酢酸系シリコーンシーラント、有機溶剤の入ったシーラント、油性パテは使用しないでください。

・グレイジングチャンネル構法は、止水・排水性に劣るため納まりとしては、好ましくありません。呼び厚さ6.8ミリ以下の素板で構成され
る複層ガラスを、住宅や簡易な集合住宅などで使用する場合で、かつ、孔明きグレイジングチャンネル等水抜きに配慮した特別なグレイジ
ングチャンネルを用いる場合に限って、グレイジングチャンネル構法による施工ができます。グレイジングチャンネルは、ＪＩＳＡ5756に
適合する良質のもので、必ず水抜きに配慮したタイプのものをご使用ください。

・グレイジングビード構法は、両側から施工するセパレートタイプに限り呼び厚さ6.8ミリ以下の素板で構成される複層ガラスを、簡易な
建築物に使用する場合に限り使用することができます。グレイジングビードは、セパレートタイプでかつＪＩＳＡ 5756に適合する良質
のものをご使用ください。なお、グレイジングビード構法では、下辺にセッティングブロックの敷き込みが必要です。

・小口を露出したり、突き合わせなど、エッジ部がサッシに呑み込まれない納まりは、封着部の劣化の原因になりますので、避けてください。
・バックアップ材は発泡ポリエチレンフォーム、クロロプレンゴムなどをお使いください。
・セッティングブロックは、ガラスの重量を支える大切な材料です。クロロプレンゴム、EPDM系のゴムには接着部に影響を及ぼすものが
あります。影響を与えない材質の選定やボンドブレーカーを貼るなどして接着部と直接接触しないような処理をお願いします。住宅用の
軽量なものには、塩ビもご使用になれます。

・各種クリアランス・かかり代は、通常のガラス以上に大切な意味を持ちます。かかり代は、ガラスの中で屈折した紫外線が接着部を照射
して、この部分の劣化が生じないように計算から割り出された値です。また、エッジクリアランスが小さいと、水の表面張力のため水抜き
孔が有効に機能せず、接着部が長期間水浸の状態になり劣化を早めます。

・納まりは「板ガラスの納まり寸法標準」（sP１６８）をご参照ください。
・平積み保管はしないでください。
・密封された中空層の内圧変化により、（特に縦長品については）シールが部分的に中空層にはみ出す場合がございますが、品質上問題はあ
りません。

・複層ガラスを構成するガラス品種それぞれのご注意もご一読ください。
・内圧破損の危険性が高くなるため、複層ガラスに使用するガラスの厚み差は4ミリ以内としてください。
●おことわり

・アルミスペーサーの継ぎ目はガラスにより1～4箇所となります。継ぎ目の位置をガラスごとに目あわせすることはできません。

０５０

０６０

〜
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一般名 品種
（商品名） ご注意

それぞれのブランドの商品仕様、付帯サービスなどの内容を十分ご確認の上、商品を選定してください。お引渡後の変更はできません。
旭硝子では曲げ加工を受注しておりません。各商品の曲げ加工につきましてはガラス工事店にご相談ください。

設計・施工上のご注意 使用上のご注意

クッション材 

15 以゚内 

ペヤグラスユニット 

床 

壁 

90゜ 90゜ 
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輸出の際のご注意
■EU指令等の特定化学物質含有情報について

以下の製品・部品は、後述のEU指令等で制限

される特定化学物質の含有量が基準値を超える

場合があり、EU指令等に適合しないため、自

動車や電気・電子製品等の部品の使用に制限が

あります。

・セラプリライト

・ビトロカラー（クラリティアベージュ、クラ

リティアホワイト、ペールパープル、アイボ

リーホワイト、スノーホワイトS、アイスホ

ワイトS、ペールピンク、ライトオレンジ、

アイスグリーン、ペールホワイト、クリーム

イエロー、ライムグリーン、オフホワイト、

アイボリー、ワインレッド）

・パールビトロ（ライトグレー、ベージュ、オ

リーブ、カーマイン、ビリジャン、サックス

ブルー）

・もくまどのクレセント等のクロムめっき金属

部品

・ホームペヤEGのグレイジングチャンネル

（硬質塩化ビニール）

また、下記の製品は、REACH規制の高懸念物

質を含んでいるため、EU圏に輸出する場合は、

AIS等で周知する義務があります。

・複層ガラスのシール材にポリサルファイドを

使用している一部製品

■EU指令

・ELV指令： DIRECTIVE 2000/53/EC

OF THE EUROPEAN PAR-

LIAMENT AND OF THE

COUNCIL of 18 September

2000 on end-of life of vehi-

cle「廃自動車に関するEU指

令」。EUで発効した自動車のリ

サイクル指令のことで、自動車

廃棄物の削減とこれらが環境へ

与える影響を軽減するために廃

棄物の利用やリサイクルを進め

ることなどを目的とし、自動車

でのCd、Pb、Hg、Cr6+の使

用が一部の例外を除き禁止され

ています。

・RoHS指令：DIRECTIVE 2002/95/EC

OF THE EUROPEAN PAR-

LIAMENT AND OF THE

COUNCIL of 27 January

2003 on the restriction of

the use of certain haz-

ardous substances in elec-

trical and electronic equip-

ment「危険物質に関する制

限」。EUで発効した特定有害物

質の使用制限指令のことで、以

下の物質が指定値を超えた部材

等を、電子・電気機器に使用す

ることが禁止されています。

カドミウム及びその化合物

六価クロム化合物

水銀及びその化合物

鉛及びその化合物

PBB（ポリブロモビフェニル類）

PBDE（ポリブロモジフェニルエーテル類）

100ppm

1000ppm

1000ppm

1000ppm

1000ppm

1000ppm

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

物質群名 基準値 RoHS ELV

■EU規制

・REACH規制： Registration, Evaluation,

and Authorization of

Chemicals「欧州化学物質

規制」。EUの生産及び輸入業

者は、生産品及び輸入品の化

学物質の人類及び環境への影

響について調査し、欧州化学

物質庁（ECHA）に申請・登

録することが要求されます。

また、特定する高懸念物質

（ SVHC, Substances of

very high concern）の使用

については、ECHAの許可が

必要とされます。SVHCは

2008年10月現在、以下の

15物質群が特定されていま

す。

アントラセン

4,4-ジアミノジフェニルメタン

フタル酸ジブチル（DBP）

二塩化コバルト

五酸化二砒素

三酸化二砒素

ニクロム酸ナトリウム

5-t-ブチル-2,4,6-トリニトロ-m-キシレン（マスクキシレン）

フタル酸-ジ-2-エチルヘキシル（DEHP）

ヘキサブロモシクロドデカン（HBCDD）及び全主要ジアステレオマー

短鎖型塩素化パラフィン（C10-13）

ビス（トリブチル錫）オキシド（TBTO）

一水素ヒ酸鉛、ヒ酸鉛

ヒ酸トリエチル

フタル酸ブチルベンジル（BBP）

120-12-7

101-77-9

84-74-2

7646-79-9

1303-28-2

1327-53-3

7789-12-0

81-15-2

117-81-7

25637-99-4, 3194-55-6

85535-84-8

56-35-9

7784-40-9

15606-95-8

85-68-7

物質群名 CAS No.
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検索しやすいようにツメ見出

しを設けています。商品選定

の際にご利用ください。

sP００８の

機能別CONTENTSと

sP００６編集方針をご参照くだ

さい。

章タイトル

sP０１０の総合CONTENTS

をご参照ください。

品種名

用途・ガラス色・柄による品
揃えを表示しています。

バリエーション

007

断面図
商品の概要と特性について表
記しています。

商品特性
一般名称と商品名を表記して
います。

商品名

フロート板ガラス

熱線吸収板ガラス

型板ガラス

網・線入板ガラス

強化ガラス

倍強度ガラス

熱処理セラミック
プリントガラス

複層ガラス

熱線反射ガラス

合わせガラス

防火・耐火ガラス

エッチンググラス

ミラー

その他デザインガラス

ガラスシステム

コンポーネント商品

特殊反射機能ガラス

ポリカーボネートシート

熱・光学性能値板ガラスの納まり 最大・最小、規格寸法 設計・施工上のご注意
輸出の際にはご確認ください。

輸出の際のご注意

■カタログの見方

商品ページ

各商品に関わる周辺情報をナビゲーションしています。

技術サポートページ

sP００２ sP１８４・１８５ sP１８９・１９０ sP１９８・１９９sP１５７・１５８・１６０・１６８
ガラスを安全に末永くお使い頂くために 板ガラスの納まり 熱・光学性能値 最大・最小、規格寸法 設計・施工上のご注意

sP２３２
輸出の際のご注意

カラーガラス

イングラスシリーズ




